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 集団を構成するメンバーが少数の場合にはグループ AHP が利用できる。グループ AHP とは、個人による主観的意
思決定に使用される手法である AHP（analytic hierarchy process、階層化意思決定法）を、集団での意思決定に利
用できるように拡張した手法の総称である。グループ AHP では、集団の各メンバー（評価者）が AHP を使用して各
候補に対して行った評価結果をどのようにして集団全体の評価として統合するかが問題となる。本研究ではランクつ
き投票に対して提案した手法と同様のアイデアに基づいて、新たなグループ AHP 手法を提案する。 
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 一方、集団を構成するメンバーが少数の場合にはグループ AHP を利用した方法を構築している。グループ AHP
では、集団の各メンバー（評価者）が AHP（Analytic Hierarchy Process）を使用して各候補に対して行った評価結
果をどのようにして集団全体の評価として統合するかが問題となる。本論文ではランクつき投票に対して提案した手
法と同様のアイデアに基づいて、新たなグループ AHP 手法を提案し、その有効性を検証している。 
 よって、博士（情報科学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
